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令和 8 年 1 月定例駐在員会 要旨 

令和 8 年 1 月 27 日 

〇町長あいさつ 

新しい年になって第 1 回目の駐在員会。旧年中はお世話になった。新年もよろしくお願

いしたい。現在、３月議会に向けて来年度予算の調整をしている。本内容については３月

定例会でしっかりと説明をしていく。町の安心安全に繋げていきたい。 

区長におかれては、集落のまとめ役としてご尽力を頂いている。今年もよろしくお願いし

たい。 

気温の寒暖差が激しい。インフルエンザも流行しているので、健康には留意されて、集

落運営や町のイベント等にご参加いただきたい。 

2/8 に衆議院議員選挙が行われる。区長の皆さんにもご協力をお願いする。 

2/15 には町民フェアが開催される。衆院選との日程が重なるのではと心配したが、予定

どおり町民の親睦と融和のために開催される。 

 

○副町長あいさつ 

新年あけましておめでとうございます。 

今月の主な行事を説明する。町長は世界自然遺産地域連絡会議に出席するため、明日

から週末にかけて沖縄県西表島に出張する。出張から戻った日にりゅうゆう館で自衛隊奄

美駐屯地開設記念式典が開催される。町長、副町長、総務課長が出席する。2/1（日）は戸

口の農園にて奄美たんかんハサミ入れ式に出席する。2/2（月）は地域おこし協力隊の辞令

交付式があり、新しい協力隊は教育民泊の運営を担当する。2/8 は衆院選の投開票となっ

ているので、皆さまのご協力をお願いしたい。2/15 の町民フェアでは講演会に料理研究家

の土井善晴氏が登壇される。聴講をよろしくお願いしたい。2/16 から税の申告が始まるので

ご協力をお願いする。 

 

○各課等からの伝達事項 

追加．衆議院議員選挙の実施について （選挙管理委員会・総務課） 

解散に伴う衆議院議員選挙は本日公示、明日から期日前投票開始、2/8 の投開票とな

る。当日の受付や会場確保について依頼を出しており、既に同意書を提出いただいた方

もおられる。金曜日に会場設営をするが支障がある場合は重原までご連絡いただきたい。  

明日から期日前投票が始まるが、入場券が本日発送のため、住民から入場券が届いて

いない等の問い合わせがある可能性がある。郵便局の話では今週中に配達されるとのこ

と。 

国民審査については期日前が 2/1 から始まる。衆院選の期日前は 1/28 から。入場券が

無くても、身分証（運転免許証やマイナンバーカード）を提示することで投票は可能。 

1/28～1/31 の期間に衆院選の期日前投票をした方が、国民審査の投票をする場合は、

2/1～2/8 に再度投票所に来ていただくことになる。 
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1．どぅくさぁや館整備の進捗状況について （保健福祉課） 

町内の学校でインフルエンザやコロナが流行している。コロナの場合、熱は低いが肺炎を起

こす方もおられる。健康には十分留意を。 

整備にあたって活用を予定しているデジ田交付金は、石破政権で第２世代交付金と名称が

変わったが、さらに高市政権で地域未来交付金となった。１２月末に説明会があり、1/19 に正式

通知があって未来交付金として申請することになる。高市首相も言っているが、この交付金では

強い経済を作ることを事業内容に盛り込む必要がある。 

事業の進捗状況については、12 月で基本設計が終了し実施設計に入っている。 

3 月末か 4 月までに詳細の事業費が決まってくる。当初の想定から変わった部分をお伝えす

ると、屋根の老朽化が進んでおり、張替工法に変えないといけない。また、空調に関しても現在

の設備を使う予定であったが、全部取り換えが必要となった。アスベスト調査をして、アスベスト

が出ることは把握していたが、工法の変更に伴いアスベスト対応が必要な部分が増えた。労務

単価や資材の高騰も加味して実施設計に反映する。 

2/6 に多世代交流センターの第 1 回運営検討会を開催する。区長会を代表して隈元会長に

出席していただく。様々な団体から参加していただき、センターの運営方針等について協議す

る。協議内容について随時駐在員会でお知らせする。 

町民フェアで料理研究家の土井義晴先生を講師として招く。NHK のテレビ番組「今日の料理」

を 30 年続けてこられた有名な先生。「家のごはんが育む未来」がテーマ。保健福祉課では予防

医療に力を入れており、町民の皆さまの食生活を見直す機会になれば。13：00～14：30 の講演。

お誘いあわせの上ご参加いただきたい。 

 

2．令和 8 年度町県民税・国民健康保険税の申告について （町民税務課） 

 日頃より税務事務にご理解ご協力をいただいており感謝申し上げる。 

 例年 2 月中旬から実施している集落巡回所得申告について、集落放送のお願い。日程に 

ついて 12/3 に案を送付しており、特に日程調整が必要な集落はなかった。案のとおり進め 

ていきたい。本日区長ボックスに日程表と簡易申告補助票、医療費控除の明細書を入れて 

ある。配布をお願いしたい。 

                     

3．交通災害共済加入申し込みについて （総務課） 

所得申告巡回に合わせて、交通災害共済加入申し込みも行う。所得申告の集落放送の

際に交通災害共済加入申し込みについても集落放送をお願いしたい。一人 500 円で入れ

る保険。日程は集落巡回と同じ日程になる。 

 

4．教育民泊と八月踊りの受入れについて （企画観光課）  

3/3（火）～3/4（水）に京都工学院高校、男子 46 名、女子 9 名、引率を含め最大 58 名を

教育民泊で受け入れる。3/3 の夜に八月踊りの受入れが可能な集落を募集する。 

2/13 までに提出を。58 名を一か所で受入れ。 

 

5．自治会エネルギー高騰支援事業について （企画観光課）  

資料は区長のみ配布。案内文と請求書がある。印鑑を持参していると思うので、押印して
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丸山まで提出を。提出期限が 2/5、振込は 2/12。区長の個人印でよい。ただしシャチハタは

不可。 

 

〇地域おこし協力隊活動報告 

川﨑隊員 

 出張のため欠席 

 

竹内隊員 

 相談業務が入ったため欠席 

 

〇移住定住カウンセラー活動報告 

 谷カウンセラー 

1.「住もうディ！」への相談件数 （12/18～1/25) 

移住・住まい探しについての相談 ９件 

空き家活用についての相談 ２件 

空き家解体についての相談 0 件 

 

2. 「JAL ふるさとむすび」参加者の声パート３ 

・龍郷町への移住や二地域居住を検討している方を対象に、町内宿泊施設に 14 日以上

滞在すること、行政からのインタビューに応じること、事前にオンライン面談を受けることを

条件に JAL から往復分のマイルが付与される。 

・参加者の感想（抜粋）  

〇北海道出身のため南の島への憧れがあった。知人が龍郷町出身ということもあり参加に

至った。観光地のイメージがあったが、とても暮らしやすい町だと感じた。現時点で移住

のイメージは湧かないが、今後も通いたいと思える時間と場所、人たちと出会えたので、

２月と３月に再度来島予定。（30 代男性 福岡県在住） 

 

3.住もうディの聞こうディラジオ 

・ゲストは自然観察の森で勤務されているエコツアーガイドの玉置奈菜さん。関西出身で

海が好きな玉置さんは海洋生物の研究で奄美大島を訪れ、尼崎で島唄を習っていたこと

もあり、気づけば移住８年目になった。島を訪れる人に一番伝えたいものは奄美の豊かな

自然と、島の人のまごころやあたたかさ。 

 

4.龍郷町婚活イベント「春のシマ恋」 2/21（土）開催 

・独身男女（20 代～40 代）を対象に開催する。男性は町内在住か町内で働いている方。 

女性は町内外問わず。参加費は男性 3,000 円 女性 3,000 円。お知り合いで独身の男女

（20 代～40 代）がいましたらおすすめいただきたい。 
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〇その他 

・バス待合所設置要望について（瀬留集落） 

瀬留：バス待合所の設置をお願いしたい。高校生の通学利用もある。 

企観：バス待合所の設置については集落から要望書を提出していただいている。どこに 

設置してもらいたいのか等も記載してほしい。 

企観：バス待合所は年次的に整備を進めている。他の集落でも要望があれば要望書を提 

出いただきたい。 

 

大勝：バス停設置はしまバスも関係するのでは。大勝は待合所と、バス停の新規設置を要 

望した。 

企観：バス停はしまバスが設置するが、待合所は町の財産。 

瀬留：バス停の場所に雨をしのげる待合所を設置してもらいたい。 

企観：今年度は大勝郵便局前の町有地内に待合所を設置する。道路が狭いため、片側 

のみ設置する。 

 

・横断歩道の設置について（龍郷集落） 

龍郷：横断歩道の設置は自治体ではなく警察に要望等を提出した方が良いのか。 

企観：道路管理者（国道・県道・町道）にもよるが、横断歩道の設置については県の公安 

委員会が所管する。役場を通して要望・相談する。 

龍郷：これまで本龍郷で要望は無かったか？ 

企観：通学路点検の際にあったかもしれない。通学路点検で要望することもできる。 

龍郷：交通量が少ないため横断歩道の設置は難しいのではないかという話も聞いている。 


